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Ⅰ　はじめに
平成 27 年 4 月に神戸女子大学看護学部が新設された．















1 回 24 名，第 2 回 22 名，第 3 回 23 名，延べ 69 名）に
対して配布を行い，回収は延べ数 24，回収率は 35％で
あった．表 1 は，自由記載から FD 研修会に対する教員
のニーズと読み取れる部分を取り出した 38 件を内容別
に分類したものである．この結果，教育に関する内訳は
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２．平成 27 年度看護学部 FD 研修会の実施状況
平成 27 年 4 月から平成 28 年 1 月までに実施した FD
研修会のテーマ，講師，目的，日時，参加人数（参加率），
アンケート回収数（回収率）を表 2 にまとめた．特に 4
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ある．
Ⅲ　看護学部 FD 研修会の実施内容と受講者による評価







（第 4 回，第 5 回），基礎学力調査の結果報告会（第 9 回）
と教育支援についてのグループワーク（第 10 回），教員
のニーズが高かった教育の実際の方法としては，グルー
プ学習（第 8 回）と実習指導法（第 15 回）の研修を企
画し，実施した．
１）教育における工夫についての研修会




目標達成度は，第 4 回は「かなり達成できた」9 件，「ま
あまあ達成できた」6 件，「あまり達成できなかった」1

































第 10 回のグループ討議は，教員が 4 つの小グループ
に分かれて，第 9 回の報告と前期の学生の様子から考え
た教育支援について意見交換を行い，全体で共有する時
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間を持った．目標達成度は，「かなり達成できた」2 件，





































下，科研とする）交付申請に関する講演を 2 回（第 1 回，
第 7 回），全教員が参加してそれぞれの研究活動につい
て発表する「研究活動交流会」を 2 回（第 11 回，第 12 回）
の計 4 回実施した．






















FD 研修会後，看護学部の平成 27 年度「研究活動スター
ト支援」交付申請数は 6 件（対象教員 7 名）で，このう
ち約半数の 3 件が採択され，平成 28 年度の科研交付申
請には，現在交付を受けている教員と助手 5 名を除くほ
ぼ全員（13 件）が申請しており，高い申請率となった．





教員 19 名と修士課程での研究経験のある助手 2 名の計




第 11 回は「かなり達成できた」2 件，「まあまあ達成で
きた」18 件，「あまり達成できなかった」2 件で，第 12
回は「かなり達成できた」2 件，「まあまあ達成できた」
16 件だった．「かなり達成できた」「まあまあ達成できた」
を合わせた割合は，第 11 回が 91％，第 12 回が 100％だっ
た．アンケートの自由記載には，各教員の研究的関心事
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合わせて 84％であった．第 3 回は「かなり達成できた」
5 件，「まあまあ達成できた」12 件，合わせて 81％で，






































度は，80％（2 名），70％（3 名），60％（1 名），50％（3
名），40％（1 名），30％以下（4 名），無回答（6 名）だっ
た．受講者の目標達成度は，「かなり達成できた」3 件，
写真：研究交流会の様子








































平均 84％であるものの，図 2 に示すように，研修会に
よるばらつきが見られた．
本年度全体の FD 研修会に対する満足度を知るため
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ばらつきにも，講演やグループワーク終了後にアンケー
トを記載する時間を十分に確保できないことや，すぐ後
に会議が予定されていたことも少なくなかったことが影
響しているのではないかと考える．来年度の FD 研修会
は回数を半分程度にする予定ではあるが，研修会の日程
や時間を工夫すること，研修時間内にアンケートの記入
時間を十分に確保することにも努めていきたい．
今後もこれらの課題を十分に検討しながら FD 研修会
を実施していくことで，教員一人ひとりはもちろん，看
護学部全体の FD の活性化につなげていきたいと考え
る．

